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＊電話・窓口予約の場合、アルテ友の会に同時入会可能です（年会費 1000 円）。インターネット予約では同時入会できません。

公益財団法人 武蔵野文化事業団
website http://www.musashino-culture.or.jp

twitter https://twitter.com/musashino_bunka

facebook https://www.facebook.com/MusashinoCulture

武蔵野市民文化会館／武蔵野芸能劇場／武蔵野公会堂／武蔵野スイングホール

／吉祥寺シアター／吉祥寺市政センター／武蔵境市政センター／中央市政セン

ター

■チケット取り扱い窓口

0422-54 -2011

■チケットのお申し込み

インターネットからもお申し込みできます

武蔵野文化事業団では「YouTube チャンネル」にて、音楽・茶道・お子さん向け動画などさまざまな

コンテンツの配信をしております。ぜひ、ご覧ください！

おうちで楽しむ文化芸術！
YouTube 動画

 配信中！

〈最新の公演情報などはウェブサイトをご覧ください〉

9月18日、市立千川小学校にて、世

界的に活躍するマリンバ奏者・名倉

誠人さんによるアウトリーチを行い

ました。お話をたくさん交えての演奏会。名倉さ

んの「心で音楽を聴くことが大事。曲を聴いてど

んなことを想像する？」との問いかけに、子ども

たちが思い思いに答えてくれました。

活動報告

出演：山口綾規（オルガン）ほか

「土曜日の

パイプオルガン」

シリーズ

出演：森岡有裕子（フルート）、

　　　森岡聡（バイオリン）

楽しっくクラシック

『フルート＆ヴァイオリン』 

森岡有裕子＆森岡聡

出演：松居直美（オルガン）ほか

パイプオルガン

課外授業Ⅰ・Ⅱ

「武蔵野文化事業団チャンネル」で検索

https://www.youtube.com/c/musashino_bunka

協力：武蔵野市茶道連盟
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〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町 1-8-16 コピス吉祥寺 A 館 7 階

Tel. 0422-22-0385

website http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/

twitter https://twitter.com/kichi_museum

facebook https://www.facebook.com/KichijojiMuseum

午前 10 時～午後 7 時 30 分

毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始、展示替えおよび特別整理期間

一般 300 円／中高生 100 円

（小学生以下・65 歳以上・障害者の方は無料）

JR・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車  北口より徒歩 3 分

開館時間

休 館 日

入 館 料

交通案内

武蔵野市では、現在、2500 点を超える作品を所蔵して

います。所蔵作品を展示公開するほか、長く保存管理し

ていくために、修復も継続的に行っています。時には修

復して初めて展示できる状態になる作品もあります。

今回は、修復の経緯がある作品を中心に、関連資料と併

せ、約 40 点を展示。作品が包含するさまざまな「時間」

も、ゆっくり大切に味わってみてください。

所蔵作品特別展示 たいせつなじかん
2020年10月31日（土）～ 12月13日（日）

休館日：11月25日（水）

小畠鼎子《若竹》1961年

織田一磨《待乳山から隅田川》1916年

大きな余白の中に公園の遊具がおぼろげにたたずむ《エ

ンドレスホリディ》などいくつかの作品シリーズととも

に、動く水の表情を図解的に描いてきた《水面》シリー

ズからさらに派生した「墨流し」にて制作された水の世

界も併せて紹介します。阪本がこれまで見つめ、捉えて

きた世界をご堪能ください。

日常の風景を切り取り、静
せい

謐
ひつ

な世界を描く阪本トクロウ

（サカモト・トクロウ／ 1975 年山梨県生まれ）。人の気

配が消され、限りなくシンプルに構成された画面からは、

静かな時間と漠然とした空間が広がります。

阪本の作品は、日常的で身近な風景を自ら撮影し、その

写真をもとに転写・トレースして描かれています。「ど

れだけそのモチーフの良さを引き出しているのかが大事

なのだと思う」と言うように、対象に潜む良さを引き出

すために、観察に基づき、余分な要素や作家の個性は排

除され、必要な要素に着目して描き出されます。こうし

て描かれた作品は、阪本が実際に目にした特定の風景や

モチーフでありながら、見たものを再現する写実・写生

ではなく、対象の本質を表現する写意へと変化されるこ

とで、見る行為を問い直しているように感じられます。

本展では、何気ない日常の 1 コマを切り取った《呼吸》、

阪本トクロウ｜デイリーライブス
2021年1月9日（土）～ 2月28日（日）

休館日：1月27日（水）、2月17日（水）、24日（水）

《呼吸》2007年 《フロート》2014年


